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資 料 編資 料 編

オ  ずがこうさくが はじまるよ
鑑  すきな かたちや いろ なあに
絵	 どんどん かくのは たのしいな
立  ねんど でごちそう なに つくろう
工  ちょきちょき かざり
造  すなや つちと なかよし

広  みんなとつながる

美  しぜんの色

広  生活を豊かにする形

広  平和を願って

美  受けつがれてきた形美  体の形

広  すてられそうなものがよみがえる 広  どんなことをどんな方法で

美  身近なものを見つめて美  光から生まれる形・色

鑑  さわりごごち はっけん
鑑   すきまちゃんの   

すきな すきま

鑑  であって 生まれる いろの せかい
鑑  でこぼこ はっけん！
鑑  草花の おしゃべり

鑑  土をかんじて
鑑  お気に入りの葉

鑑  写真をとったら見えてきた 鑑  水から発見 ここきれい！

美術作品 鑑  絵を見て話そう
鑑  この筆あと、どんな空？
鑑  もようから見つけて

鑑  体でかんしょう

身の回りのもの

工  あったらいいなプロジェクト工  幸せを運ぶカード
工  ICT でチャレンジ
工  笑顔が生まれるしかけ
工  ふれて伝えるストーリー

オ  ためす 見つける
絵	  かいて見つける  

わたしのすきなもの

鑑  見つけよう 感じよう
形と色のいい感じ

オ  ためす 見つける

鑑  感じたことを伝え合う
オ  わたしとひびき合う

各用具アイコン：	用具に出会い
試したことを
もとに活動す
る題材

―ICT活用

オ  わたしとひびき合う
絵	 絵の具スケッチ

オ  もっと まるごと たのしもう
絵	 きせつを かんじて

美  からだで 見つける かたち・いろ

1・2 上 1・2 下 3・4 上 3・4 下 5・6 上 5・6 下

造 ­­―	造形遊びをする活動
絵 ­―	絵に表す活動
立 ­―	立体に表す活動

工 ­―	工作に表す活動
鑑 ­―	鑑賞する活動

オ ­―	オリエンテーション
美 ­―	教科書美術館
広 	―	広がる図工題材は、五つの分野で構成され、活動のねらい、発想のきっかけ、使用する材料や用具などを考慮し、

発達の段階とともに学びを深めることができるよう、系統的に配列されています。

鑑

行為から

造
造  ならべて ならべて
造  ペったん コロコロ

造  カラフル いろみず
造  いっぱい つかって なに しよう

造  ひかりの プレゼント
造  だんボールに 入って みると！？
造  しんぶんしと なかよし

造  ここがすみか 造  まどをのぞいて

造  ひもでつないで 造  光とかげから生まれる形

造  クミクミックス 造  組んで立ててつなぐんぐん造  つないで つるして

造   あんなところが   
こんなところに

造  光と場所のハーモニー

造  自然を感じるすてきな場所で 

造  糸から生まれるわたしの空間 

絵	 たのしくうつして

絵	 おはなしから 生まれたよ

絵	 こんな こと あったよ

絵	 ふしぎな たまご

絵	 いろいろうつして

絵	 絵のぐ + 水 + ふで = いいかんじ！

絵	 ぬのでえがくと

絵	 ことばから思いうかべて

絵	 あの日あの時の気もち

絵	 立ち上がった絵のせかい

絵	 ほってすって見つけて

絵	 絵の具でゆめもよう
絵	 光のさしこむ絵

絵	 言葉から感じて

絵	 わすれられない気持ち

絵	 まぼろしの花

絵	 ほり進めて刷り重ねて

絵	 心のもよう
絵	 消してかく

絵	 言葉から思いを広げて

絵	 あの時あの場所 わたしの思い

絵	 まだ見ぬ世界

絵	 版で広がるわたしの思い

絵	 墨と水から広がる世界
絵	 感じて 考えて

絵	 言葉から想像を広げて

絵	 わたしの大切な風景

絵	 音の絵想像したことから

生活経験から

物語などから

材料や用具から

版に表す

絵

絵	 せんの ぼうけん

絵	 せんせい あのね

絵	 おはなし だいすき

絵	 いろいろな かたちの かみに
絵	 やぶいた かたちから うまれたよ

絵	 とろとろえのぐで
絵	 はさみの あーと

絵	 うつした かたちから

材料や用具から
（粘土で）

想像したことから
（粘土で）

想像したことから

材料や用具から

立  いっしょに おさんぽ

立  にぎにぎ ねん土 立  けずって見つけたいい形 立  固まった形から立  ねん土の板を立ち上げて立  切ってかき出しくっつけて

立  おもいでを かたちに 立  ねん土マイタウン

立  ともだちハウス
立  ミラクル！ ミラーワールド
立  のぞいてみると

立  水の流れ 水の形

立  ようこそ！ ゆめのまちへ

立  はこで つくったよ 立  くしゃくしゃ ぎゅっ
立  美しく立つはり金

立  糸のこスイスイ

立  未来のわたし

立  のこぎりギコギコ
立  だんボールの形をかえて
立   トントン どんどん   

くぎうって

立

遊ぶもの・
仕組みから

飾る・使うもの

工  おって たてたら
工  いっしょに あそぼう ぱくぱっくん
工  スルスル ビューン
工  わくわく おはなし すごろく

工  まどを あけたら
工  音づくりフレンズ
工  とびだせ ぴょーん
工  どんな うごきに 見えるかな

工  うごいて楽しいわりピンワールド
工  マグネットマジック

工  コロコロガーレ
工  ゴムでゴー ! ゴー ! ゆめの乗り物

工  切り分けた形から何つくる ?

工  形に命をふきこんで

工  ここから見ると

工  くるくるクランク

工  １まいの板から
工  使って楽しい焼き物
工  形の組み合わせで何できる？

工  これでかきたい
工  空きようきのへんしん
工   顔を出したら   

なんだかワクワク

工  きって楽しい きっと使える
工  おもしろだんボールボックス

工  紙から生まれるすてきな明かり工  たいせつ ボックス 工  わっかで へんしん
工

中
学
校
美
術
へ

幼児期の活動との
つながり

学年の始まりに適した
授業びらき題材

伝えるもの

	 	つながる学び

	触るなど行為性

	アップサイクル

	木材の加工

		他者と喜びを	 	
分かち合う思い

	特設ページとの関連性
題材系統表題材系統表

材料から

場所から

表現の題材は鑑賞活動と適宜関連して学習できるよう、
めあてを設定しています。

題材系統表
題材は、五つの分野で構成され、活動のねらい、発想のきっかけ、使用する材料や用具などを考慮し、発達の段階とともに
学びを深めることができるよう、系統的に配列されています。
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鑑  すきな かたちや いろ なあに
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試したことを
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る題材
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題材別カリキュラム
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各項目の説明
題材別カリキュラム表は以下の内容で構成されています。

各項目の名称 概要

学年 1・2上～5・6下まで、該当する巻を示しています。

ページ 教科書の掲載ページを示しています。

分野
造（造形遊びをする）、絵（絵に表す）、立（立体に表す）、工（工作に表す）、鑑（鑑賞する）
のいずれかで示しています。
表現の題材においては、原則としてすべて鑑賞する活動と関連する形で示しています。

系統 本冊子 p.2-3に示している系統を示しています。

題材名

教科書の題材名を示しています。教科書紙面において複数の展開例を示しているものは、展開
例ごとに示しています。
例）�1・2上　どんどん かくのは たのしいな　
　　～すきな もの なあに～　～おひさま にこにこ～　

時数 題材を実施する際の参考時数を示しています（1時間＝ 45分）。この枠に収めなければいけ
ないということではありません。学校や児童の実態に合わせてご検討ください。

育てたい子どもの姿
「学びに向かう力、人間性等」の個人内評価とする部分や、日本文教出版株式会社が教科書で
大切にしていること（体感、自己肯定感の向上、多様性の理解　など）と関連させ、各題材を
通して児童に感じたり考えたりしてほしいことを示しています。

題材の目標

各題材の目標を、学習指導要領解説に示されている指導する事項と「『指導と評価の一体化』
のための学習評価に関する参考資料」（国立教育政策研究所）に基づき、「知識及び技能」「思
考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の3観点で示しています。

「知識及び技能」の示し方について
・�目標をより分かりやすく示すため、また〔共通事項〕（1）アを明確に示すため、「知識」知
と「技能」技の2項目に分けて示しています。

・�「技能」において示している材料・用具は教科書紙面に基づくものです。実際に使用する材
料や用具に合わせて（中学年以降においては児童の経験を踏まえて）適宜設定してください。

「思考力、判断力、表現力等」の示し方について
・�〔共通事項〕（1）イを明確に示すため、イメージに関する目標イをすべての題材において示
しています。
・�各題材において表現と鑑賞の一体化を図るため、「発想や構想」（表現における「思考力、判
断力、表現力等」）表に関するものと、「鑑賞」（鑑賞における「思考力、判断力、表現力等」）
鑑の2項目を示しています。

・�一部の鑑賞の題材においては、表現と関連して指導する場合に配慮し、「発想や構想」（表現
における「思考力、判断力、表現力等」）」も示しています。

1・2上巻での「スタート題材」や各巻オリエンテーション題材（授業開き題材）の紙面には、
一部の「学習のめあて」のみを示していますが、本資料ではすべての観点を示しています。
◎＝重点化するめあて（幼小接続題材）

評価規準の例

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」（国立教育政策研究所）を参考
に「題材の目標」と対応する形で示しています。
各観点ごとに「おおむね満足できる」状況（Ｂ）について示しています。
※評価の考え方については、教師用指導書「指導解説編」もあわせてご参考ください。

主な学習内容 児童の活動を中心とした授業の流れを示しています。

主な材料・用具

授業で必要な材料や用具を、教師、児童それぞれが準備するものとして示しています。学校や
学級の実態に応じて、教師、児童いずれが準備するのかご検討ください。
ここで示していないものであっても、活動をより広げるために用意しておいてもよい材料や用
具に関しては、教師用指導書「朱書編」でご確認ください。

関連

幼児期／中学校といった校種間の関連、他教科等との関連、他の題材や教科書における題材ペー
ジ以外との関連などを示しています。
関連は一例であり、他にも多様な関連が考えられます。校種間接続や、カリキュラムマネジメ
ントの視点からご参考ください。
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１・２上　題材別カリキュラム

p.7-9　すきな かたちや いろ なあに　★幼小接続題材　1～2　鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知身の回りにある形や色を見たり、見
付けたことを話したりするときの感
覚や行為を通して、いろいろな形や
色などに気付く。

鑑身の回りにあるものの造形的な面白さや楽しさに
ついて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や
感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく身の回りにある形や色を見た
り、見付けたことを話したりする活
動に取り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに関わり
楽しい生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

身の回りにある形や色に関心をもち、
違いに気付いたり、自分の好きな形や
色を見付けたりすることを楽しもうと
する子ども。

○教科書の図版を見て、見付けたことや自分の好き
な形や色について話す。

○友人が見付けたことや感じたことを知る。

教師・児童：教科書
教師：�教科書紙面の大判掲示資料、モ

ニター

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
身の回りにある形や色を
見たり、見付けたことを
話したりするときの感覚
や行為を通して、いろい
ろな形や色などに気付い
ている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、身の回りに
あるものの造形的な面白
さや楽しさについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく身の回りにある形
や色を見たり、見付けた
ことを話したりする学習
活動に取り組もうとして
いる。

関連
他教科等 特設ページ

・どんな こと すきだった？（p.2-3）
・ずがこうさくが はじまるよ（p.4-6）
・にて いる もの なあに（p.30-31）

7

１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.10-11　どんどん かくのは たのしいな　★幼小接続題材　絵
～すきな もの なあに～　1～2

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知好きなものを思い浮かべながらかく
ときの感覚や行為を通して、いろい
ろな形や色などに気付く。

技クレヨン・パスなどに十分に慣れる
とともに、手や体全体の感覚などを
働かせ、表したいことを基に表し方
を工夫して表す。

表 �好きだと感じたことから、表したいことを見付け、
好きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を考え
たりしながら、どのように表すかについて考える。

鑑自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ、表し
たいこと、表し方などについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

◎楽しくかきたいものを好きな形や色
で表す活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や色など
に関わり楽しい生活を創造しようと
する。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

自分の好きな形や色を使って、思い浮
かべたものを表す楽しさを味わい、さ
らに表現への意欲をもつ子ども。

○自分の好きなものや好きなことを思い浮かべ、自
由にかく活動に関心をもつ。

○自分の好きなものの形を考えたり、色を選んだり
してかく。

○絵にかいた好きなものを紹介し合ったり、友人の
作品のすてきなところを話したりして、自分たち
の作品を楽しく見る。

教師：画用紙 など
児童：クレヨン・パス、ペン など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
好きなものを思い浮かべ
ながらかくときの感覚や
行為を通して、いろいろ
な形や色などに気付いて
いる。

クレヨン・パスなどに十
分に慣れるとともに、手
や体全体の感覚などを働
かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表し
ている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、好きだと感
じたことから、表したい
ことを見付け、好きな形
や色を選んだり、いろい
ろな形や色を考えたりし
ながら、どのように表す
かについて考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品の造形的な面白さや
楽しさ、表したいこと、
表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

◎つくりだす喜びを味わ
い楽しくかきたいもの
を好きな形や色で表す
学習活動に取り組もう
としている。

関連
他教科等 特設ページ

道徳：Ａ　個性の伸長 ・どんな こと すきだった？（p.2-3）
・ずがこうさくが はじまるよ（p.4-6）



8

１・２上　題材別カリキュラム

p.10-11　どんどん かくのは たのしいな　★幼小接続題材　絵
～わたしの おひさま～　1～2

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知思い浮かべたおひさまを好きな形や
色でかくときの感覚や行為を通し
て、いろいろな形や色などに気付く。

技クレヨン・パスなどに十分に慣れる
とともに、手や体全体の感覚などを
働かせ、表したいことを基に表し方
を工夫して表す。

表「おひさま」から感じたこと、想像したことから、
表したいことを見付け、好きな形や色を選んだり、
いろいろな形や色を考えたりしながら、どのよう
に表すかについて考える。

鑑自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ、表し
たいこと、表し方などについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

◎楽しくおひさまを好きな形や色で表
す活動に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色などに関
わり楽しい生活を創造しようとす
る。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

自分の好きな形や色を使って、思い浮
かべたものを表す楽しさを味わい、さ
らに表現への意欲をもつ子ども。

○あったらいいなと思うおひさまを思い浮かべ、自
由にかく活動に関心をもつ。

○あったらいいなと思うおひさまを、形を考えたり、
色を選んだりしてかく。

○自分のおひさまを紹介したり、友人の作品のすて
きなところを話したりして、自分たちの作品を楽
しく見る。

教師：画用紙 など
児童：クレヨン・パス、ペン など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
思い浮かべたおひさまを
好きな形や色でかくとき
の感覚や行為を通して、
いろいろな形や色などに
気付いている。

クレヨン・パスなどに十
分に慣れるとともに、手
や体全体の感覚などを働
かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表し
ている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、「おひさま」
から感じたこと、想像し
たことから、表したいこ
とを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしな
がら、どのように表すか
について考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品の造形的な面白さや
楽しさ、表したいこと、
表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

◎つくりだす喜びを味わ
い楽しくおひさまを好
きな形や色で表す学習
活動に取り組もうとし
ている。

関連
他教科等 特設ページ

道徳：Ａ　個性の伸長 ・どんな こと すきだった？（p.2-3）
・ずがこうさくが はじまるよ（p.4-6）

9

１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.12-13　ねんどで ごちそう なに つくろう　★幼小接続題材　2～4　立
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知いろいろな食べ物の形を思い浮かべ
て油粘土で表すときの感覚や行為を
通して、いろいろな形や触った感じ
などに気付く。

技油粘土、粘土べらに十分に慣れると
ともに、手や体全体の感覚などを働
かせ、表したいことを基に表し方を
工夫して表す。

表「ごちそう」から感じたこと、想像したことから、
表したいことを見付け、好きな形を選んだり、い
ろいろな形を考えたりしながら、どのように表す
かについて考える。

鑑自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ、表し
たいこと、表し方などについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形や触った感じなどを基に、自分のイ
メージをもつ。

・楽しくいろいろな食べ物の形を思い
浮かべて油粘土で表す活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

手や体全体の感覚を働かせて形をつ
くったりつくりかえたりすることや、
友人と互いに見合うことを楽しむ子ど
も。

〇「粘土体操」で粘土をさまざまな形に変えながら、
形を変えることに興味をもつ。

○好きな食べ物や食べてみたい食べ物などを交流
し、「ごちそう」のイメージを広げる。

〇思い付いた「ごちそう」のつくり方を考え、工夫
して表す。

〇盛り付けたり並べたりしてパーティーの準備をす
る。

〇自分や友人のつくった「ごちそう」を選んだり取
り分けたりしながら、作品の面白さを感じ取る。

教師・児童：粘土板、雑巾 など
教師：�紙皿、紙コップ、竹串、ス�

プーン、フォーク など
児童：油粘土、粘土べら など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
いろいろな食べ物の形を
思い浮かべて油粘土で表
すときの感覚や行為を通
して、いろいろな形や
触った感じなどに気付い
ている。

◎油粘土、粘土べらに十
分に慣れるとともに、
手や体全体の感覚など
を働かせ、表したいこ
とを基に表し方を工夫
して表している。

いろいろな形や触った感
じなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、「ご
ちそう」から感じたこと、
想像したことから、表し
たいことを見付け、好き
な形を選んだり、いろい
ろな形を考えたりしなが
ら、どのように表すかに
ついて考えている。

いろいろな形や触った感
じなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、自
分たちの作品の造形的な
面白さや楽しさ、表した
いこと、表し方などにつ
いて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感
じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくいろいろな食べ物
の形を思い浮かべて油粘
土で表す学習活動に取り
組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

生活：（１）学校と生活 ・どんな こと すきだった？（p.2-3）
・ずがこうさくが はじまるよ（p.4-6）
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１・２上　題材別カリキュラム

p.14-15　ちょきちょき かざり　★幼小接続題材　2～4　工
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知紙を折って切っていろいろな形をつ
くったり、身の回りを飾ったりする
ときの感覚や行為を通して、いろい
ろな形や色などに気付く。

技紙、はさみ、のりなどに十分に慣れ
るとともに、手や体全体の感覚など
を働かせ、表したいことを基に表し
方を工夫して表す。

表切った紙の形や色から感じたこと、想像したこと
から、表したいことを見付け、好きな形や色を選
んだり、いろいろな形や色を考えたりしながら、
どのように表すかについて考える。

鑑自分たちの作品や飾った様子などの造形的な面白
さや楽しさ、表したいこと、表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を
広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく紙を切ってできるいろいろな
形で、身の回りを飾る活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

いろいろな形をつくることや、つくっ
たもので身の回りの場所やものを飾る
ことを楽しむ子ども。

○はさみの安全で適切な使い方を確かめながら、紙
を切ることを楽しむ。

○紙を折ったり、重ねたりして切ると、いろいろな
形ができることに気付く。

○紙の折り方や切り方を工夫して、いろいろな飾り
をつくる。

○教室の入り口や窓など、身の回りの飾り方を工夫
する。

○飾りを見て、面白さや楽しさについて友人と話し
たり、聞いたりする。

教師・児童：�色紙、セロハンテープ �
など

教師：紙テープ、画鋲 など
児童：はさみ、のり など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
紙を折って切っていろい
ろな形をつくったり、身
の回りを飾ったりすると
きの感覚や行為を通し
て、いろいろな形や色な
どに気付いている。

◎紙、はさみ、のりなど
に十分に慣れるととも
に、手や体全体の感覚
などを働かせ、表した
いことを基に表し方を
工夫して表している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、切った紙の
形や色から感じたこと、
想像したことから、表し
たいことを見付け、好き
な形や色を選んだり、い
ろいろな形や色を考えた
りしながら、どのように表
すかについて考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品や飾った様子などの
造形的な面白さや楽し
さ、表したいこと、表し
方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
ている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく紙を切ってできる
いろいろな形で、身の回
りを飾る学習活動に取り
組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

道徳：Ｃ　よりよい学校生活、集団生活の充実 ・どんな こと すきだった？（p.2-3）
・ずがこうさくが はじまるよ（p.4-6）
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.16-17　すなや つちと なかよし　★幼小接続題材　1～2　造
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知砂や土に体全体で関わり活動すると
きの感覚や行為を通して、いろいろ
な形や触った感じなどに気付く。

技砂や土に十分に慣れるとともに、山
をつくったり、穴を掘ったり、型抜
きをしたりするなど手や体全体の感
覚などを働かせ、活動を工夫してつ
くる。

表砂や土の形や触った感じなどを基に造形的な活動
を思い付き、感覚や気持ちを生かしながら、どの
ように活動するかについて考える。

鑑砂や土、つくったものなどの造形的な面白さや楽
しさ、造形的な活動、つくり方などについて、感
じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広
げる。

イいろいろな形や触った感じなどを基に、自分のイ
メージをもつ。

・楽しく砂や土に体全体で触れなが
ら、思い付いたことを試す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味わうと
ともに、形や色などに関わり楽しい
生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

手や体全体の感覚を働かせて、材料に
進んで関わり、思い付いたことをどん
どん試すことを楽しむ子ども。

〇砂場や運動場で安全に活動するためのきまりを確
認する。

〇砂や土に触れた感覚を味わいながら、手や体全体、
用具を使って思い付いたことを試す。

○個人やグループで、好きな形やつくりたいものを
つくる。

〇活動中の思いや工夫したことを発表し合い、活動
を振り返る。

教師・児童：�空き容器、ペットボトル、
雑巾・タオル など

教師：�小型のシャベル・スコップ、バ
ケツ、型抜き用の容器、水 など

児童：汚れてもよい服装、帽子 など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
砂や土に体全体で関わり
活動するときの感覚や行
為を通して、いろいろな
形や触った感じなどに気
付いている。

砂や土に十分に慣れると
ともに、山をつくったり、
穴を掘ったり、型抜きを
したりするなど手や体全
体の感覚などを働かせ、
活動を工夫してつくって
いる。

◎いろいろな形や触った
感じなどを基に、自分
のイメージをもちなが
ら、砂や土の形や触っ
た感じなどを基に造形
的な活動を思い付き、
感覚や気持ちを生かし
ながら、どのように活
動するかについて考え
ている。

いろいろな形や触った感
じなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、砂
や土、つくったものなど
の造形的な面白さや楽し
さ、造形的な活動、つく
り方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
ている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく砂や土に体全体で
触れながら、思い付いた
ことを試す学習活動に取
り組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

道徳：Ｄ　自然愛護 ・どんな こと すきだった？（p.2-3）
・ずがこうさくが はじまるよ（p.4-6）



12

１・２上　題材別カリキュラム

p.16-17　すなや つちと なかよし　★幼小接続題材　造
～ねんどで～　1～2

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知粘土に体全体で関わるときの感覚や
行為を通して、いろいろな形や触っ
た感じなどに気付く。

技粘土に十分に慣れるとともに、穴を
掘ったり、積んだりするなど手や体
全体の感覚などを働かせ、活動を工
夫してつくる。

表粘土の形や触った感じなどを基に造形的な活動を
思い付き、感覚や気持ちを生かしながら、どのよ
うに活動するかについて考える。

鑑粘土やつくったものなどの造形的な面白さや楽し
さ、造形的な活動、つくり方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げ
る。

イいろいろな形や触った感じなどを基に、自分のイ
メージをもつ。

・楽しく粘土に体全体で触れながら、
思い付いたことを試す活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

手や体全体の感覚を働かせて、材料に
進んで関わり、思い付いたことをどん
どん試すことを楽しむ子ども。

〇安全に活動するためのきまりを確認する。
〇粘土の塊に触れた感覚を味わいながら、手や体全
体を使って思い付いたことを試す。

○個人やグループで、好きな形やつくりたいものを
つくる。

〇活動中の思いや工夫したことを発表し合い、活動
を振り返る。

教師・児童：雑巾・タオル など
教師：土粘土、ビニルシート など
児童：汚れてもよい服装 など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
粘土に体全体で関わると
きの感覚や行為を通し
て、いろいろな形や触っ
た感じなどに気付いてい
る。

粘土に十分に慣れるとと
もに、穴を掘ったり、積
んだりするなど手や体全
体の感覚などを働かせ、
活動を工夫してつくって
いる。

◎いろいろな形や触った
感じなどを基に、自分
のイメージをもちなが
ら、粘土の形や触った
感じなどを基に造形的
な活動を思い付き、感
覚や気持ちを生かしな
がら、どのように活動
するかについて考えて
いる。

いろいろな形や触った感
じなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、粘
土やつくったものなどの
造形的な面白さや楽し
さ、造形的な活動、つく
り方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
ている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく粘土に体全体で触
れながら、思い付いたこ
とを試す学習活動に取り
組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

道徳：Ｄ　自然愛護 ・どんな こと すきだった？（p.2-3）
・ずがこうさくが はじまるよ（p.4-6）
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.18-19　やぶいた かたちから うまれたよ　材料や用具から　2～4　絵・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知紙を破いたりちぎったり、それらを
並べたりして思い付いたことを表す
ときの感覚や行為を通して、紙を破
いた感触や、いろいろな形や色など
に気付く。

技クレヨン・パス、のり、紙などに十
分に慣れるとともに、手や体全体の
感覚などを働かせ、表したいことを
基に表し方を工夫して表す。

表紙を破いたりちぎったりした感触や、紙の形や色
から感じたこと、想像したことから、表したいこ
とを見付け、好きな形や色を選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしながら、どのように表すか
について考える。

鑑自分たちの作品や紙などの造形的な面白さや楽し
さ、表したいこと、表し方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく破いたりちぎったりした紙の
形から思い付いたことを表す活動に
取り組み、つくりだす喜びを味わう
とともに、形や色などに関わり楽し
い生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

偶然できた形から面白さを見いだし、
発想を広げて自分の表現につなげよう
とする子ども。

〇紙をいろいろな方法で破くことを試し、破いてで
きる形の面白さを感じ取る。

〇破いた紙の形や色に着目しながら、いろいろな置
き方を試して表したいことを考える。

○画用紙に貼り、思い付いたことをかき加えたり紙
を貼りたしたりして表す。

〇友人と作品を見合いながら、表したかったことや
工夫したことについて話し合う。

教師・児童：包装紙、新聞紙 など
教師：�画用紙、色画用紙、クラフト紙 �

など
児童：�クレヨン・パス、ペン、のり �

など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
紙を破いたりちぎった
り、それらを並べたりし
て思い付いたことを表す
ときの感覚や行為を通し
て、紙を破いた感触や、
いろいろな形や色などに
気付いている。

クレヨン・パス、のり、
紙などに十分に慣れると
ともに、手や体全体の感
覚などを働かせ、表した
いことを基に表し方を工
夫して表している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、紙を破いた
りちぎったりした感触
や、紙の形や色から感じ
たこと、想像したことか
ら、表したいことを見付
け、好きな形や色を選ん
だり、いろいろな形や色
を考えたりしながら、ど
のように表すかについて
考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品や紙などの造形的な
面白さや楽しさ、表した
いこと、表し方などにつ
いて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感
じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく破いたりちぎっ�
たりした紙の形から思い
付いたことを表す学習�
活動に取り組もうとして
いる。

関連
他教科等 特設ページ
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１・２上　題材別カリキュラム

p.20-21　カラフル いろみず　材料から　2～4　造・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知色水をつくったり並べたりするとき
の感覚や行為を通して、いろいろな
色や形などに気付く。

技共用の絵の具に十分に慣れるととも
に、色水を混ぜたり並べたりするな
ど手や体全体の感覚などを働かせ、
活動を工夫してつくる。

表色水の色などを基に造形的な活動を思い付き、感
覚や気持ちを生かしながら、どのように活動する
かについて考える。

鑑色水やつくったものなどの造形的な面白さや楽し
さ、造形的な活動、つくり方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな色や形などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しくいろいろな色水をつくること
から思い付いたことを試す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味わうと
ともに、形や色などに関わり楽しい
生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

色に働きかけることで変化することに
興味や関心をもち、試しながら新しい
色をつくりだすことに喜びを感じる子
ども。

〇色水づくりの方法を知り、活動への関心をもつ。
〇絵の具を使ったり、色水同士を混ぜたりして、い
ろいろな色の色水をつくる。

〇つくった色水から、思い付いた活動に取り組む。
〇友人と互いの活動を見て回る。

教師・児童：�ペットボトル、雑巾・タ
オル など

教師：�共用の絵の具、透明なプラスチッ
クカップ など

児童：汚れてもよい服装 など
評価規準の例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）

色水をつくったり並べた
りするときの感覚や行為
を通して、いろいろな色
や形などに気付いてい
る。

共用の絵の具に十分に慣
れるとともに、色水を混
ぜたり並べたりするなど
手や体全体の感覚などを
働かせ、活動を工夫して
つくっている。

いろいろな色や形などを
基に、自分のイメージを
もちながら、色水の色な
どを基に造形的な活動を
思い付き、感覚や気持ち
を生かしながら、どのよ
うに活動するかについて
考えている。

いろいろな色や形などを
基に、自分のイメージを
もちながら、色水やつ
くったものなどの造形的
な面白さや楽しさ、造形
的な活動、つくり方など
について、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくいろいろな色水を
つくることから思い付い
たことを試す学習活動に
取り組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

道徳：Ｂ　友情、信頼
　　　Ｃ　よりよい学校生活、集団生活の充実
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.20-21　カラフル いろみず　材料から　造・鑑
～ゆきの なかで～　2～4

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知色水をつくったり並べたりするとき
の感覚や行為を通して、いろいろな
色や形などに気付く。

技共用の絵の具に十分に慣れるととも
に、色水を混ぜたり並べたりするな
ど手や体全体の感覚などを働かせ、
活動を工夫してつくる。

表色水の色などを基に造形的な活動を思い付き、感
覚や気持ちを生かしながら、どのように活動する
かについて考える。

鑑色水やつくったものなどの造形的な面白さや楽し
さ、造形的な活動、つくり方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな色や形などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しくいろいろな色水をつくること
から思い付いたことを試す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味わうと
ともに、形や色などに関わり楽しい
生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

色に働きかけることで変化することに
興味や関心をもち、試しながら新しい
色をつくりだすことに喜びを感じる子
ども。

〇色水づくりの方法を知り、活動への関心をもつ。
〇絵の具を使ったり、色水同士を混ぜたりして、い
ろいろな色の色水をつくる。

〇つくった色水から、思い付いた活動に取り組む。
〇友人と互いの活動を見て回る。

教師・児童：�ペットボトル、雑巾・タ
オル など

教師：�共用の絵の具、透明なプラスチッ
クカップ など

児童：汚れてもよい服装 など
評価規準の例

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）

色水をつくったり並べた
りするときの感覚や行為
を通して、いろいろな色
や形などに気付いてい
る。

共用の絵の具に十分に慣
れるとともに、色水を混
ぜたり並べたりするなど
手や体全体の感覚などを
働かせ、活動を工夫して
つくっている。

いろいろな色や形などを
基に、自分のイメージを
もちながら、色水の色な
どを基に造形的な活動を
思い付き、感覚や気持ち
を生かしながら、どのよ
うに活動するかについて
考えている。

いろいろな色や形などを
基に、自分のイメージを
もちながら、色水やつ
くったものなどの造形的
な面白さや楽しさ、造形
的な活動、つくり方など
について、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくいろいろな色水を
つくることから思い付い
たことを試す学習活動に
取り組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

道徳：Ｂ　友情、信頼
　　　Ｃ　よりよい学校生活、集団生活の充実
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１・２上　題材別カリキュラム

p.22-23　おって たてたら　遊ぶもの・仕組みから　2～4　工・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知紙を折って立てた形から思い付いた
ものをつくるときの感覚や行為を通
して、いろいろな形や色などに気付
く。

技はさみ、クレヨン・パス、紙などに
十分に慣れるとともに、手や体全体
の感覚などを働かせ、表したいこと
を基に表し方を工夫して表す。

表立たせた紙から感じたこと、想像したことから、
表したいことを見付け、好きな形や色を選んだり、
いろいろな形や色を考えたりしながら、どのよう
に表すかについて考える。

鑑立たせて並べた自分たちの作品の造形的な面白さ
や楽しさ、表したいこと、表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を
広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく紙を折って立てた形から思い
付いたものをつくる活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

材料に働きかけて工夫したり新たな面
白さを見付けたりしながら、形や色で
表すことを楽しむ子ども。

○紙の折り方によって立たせることができることを
知る。

○いろいろな折り方や切り方、立たせ方を試しなが
ら、表したいことを見付ける。

○置き方や並べ方を考えたり、友人の作品からさら
に発想を広げてつくったりする。

○展示した様子を見て、自分や友人の作品の楽しい
ところを伝え合う。

教師：�画用紙、色画用紙、模造紙 な
ど

児童：�はさみ、クレヨン・パス、ペン �
など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
紙を折って立てた形から
思い付いたものをつくる
ときの感覚や行為を通し
て、いろいろな形や色な
どに気付いている。

はさみ、クレヨン・パス、
紙などに十分に慣れると
ともに、手や体全体の感
覚などを働かせ、表した
いことを基に表し方を工
夫して表している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、立たせた紙
から感じたこと、想像し
たことから、表したいこ
とを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしな
がら、どのように表すか
について考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、立たせて並
べた自分たちの作品の造
形的な面白さや楽しさ、
表したいこと、表し方な
どについて、感じ取った
り考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げてい
る。

つくりだす喜びを味わい
楽しく紙を折って立てた
形から思い付いたものを
つくる学習活動に取り組
もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

道徳：Ｂ　友情、信頼
　　　Ｃ　よりよい学校生活、集団生活の充実
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.24-25　せんせい あのね　生活経験から　2～６　絵・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知生活の中で感じたことを絵に表すと
きの感覚や行為を通して、いろいろ
な形や色などに気付く。

技クレヨン・パスなどに十分に慣れる
とともに、手や体全体の感覚などを
働かせ、表したいことを基に表し方
を工夫して表す。

表生活の中で感じたことから、表したいことを見付
け、好きな形や色を選んだり、いろいろな形や色
を考えたりしながら、どのように表すかについて
考える。

鑑自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ、表し
たいこと、表し方などについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく生活の中でしたことや感じた
ことを絵に表す活動に取り組み、つ
くりだす喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しい生活を創造
しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

絵にかくことで、生活の中のいろいろ
なことを大切にしようと考えたり、話
したいことを伝える楽しさを味わった
りし、表現への意欲をもつ子ども。

○自分の日々の生活や、生活の中で感じたことを発
表したり思い浮べたりする。

○生活の中でしたことや感じたことから絵に表した
いことを見付ける。

○自分が話したいことを中心に、形や色などを考え
ながら表す。

○作品を紹介し合いながら、絵にしたことや表現の
工夫などについて友人と話し合う。

教師：�画用紙、色画用紙 など
児童：クレヨン・パス、ペン など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
生活の中で感じたことを
絵に表すときの感覚や行
為を通して、いろいろな
形や色などに気付いてい
る。

クレヨン・パスなどに十
分に慣れるとともに、手
や体全体の感覚などを働
かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表し
ている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、生活の中で
感じたことから、表した
いことを見付け、好きな
形や色を選んだり、いろ
いろな形や色を考えたり
しながら、どのように表
すかについて考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品の造形的な面白さや
楽しさ、表したいこと、
表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく生活の中でしたこ
とや感じたことを絵に表
す学習活動に取り組もう
としている。

関連
他教科等 特設ページ

国語：Ａ　話すこと・聞くこと
　　　Ｂ　書くこと
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１・２上　題材別カリキュラム

p.26-27　いっしょに あそぼう ぱくぱっくん　遊ぶもの・仕組みから　工・鑑
～かみコップで～　2～4

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知手を使った動きで遊んだり、表した
りするときの感覚や行為を通して、
いろいろな形や色などに気付く。

技紙コップ、色紙、はさみなどに十分
に慣れるとともに、手や体全体の感
覚などを働かせ、気付いたことや思
い付いたことを基に表し方を工夫し
て表す。

表材料の感じや動かしたときの様子を見て感じたこ
とや想像したことから、表したいことを見付け、好
きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を考え
たりしながら、どのように表すかについて考える。

鑑つくったもので動かして遊びながら、造形的な面
白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについ
て、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しくつくったもので動かして遊び
ながら、試したりつくりかえたりす
る活動に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創造しよう
とする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

試しながら表すことを楽しみ、つくっ
たものに愛着をもとうとする子ども。

○手を使った動きで遊ぶことを楽しみながら、つく
りたいものを考える。

○自分のイメージに合わせて、形を変えたり、材料
で飾ったりする。

○つくったもので遊び、またつくりかえる。
○自分や友人がつくったもので遊び、面白さや楽し
さを感じ取る。

教師：�紙コップ、色紙、お花紙、木工
用接着剤 など

児童：はさみ、のり、ペン など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
手を使った動きで遊んだ
り、表したりするときの
感覚や行為を通して、い
ろいろな形や色などに気
付いている。

紙コップ、色紙、はさみ
などに十分に慣れるとと
もに、手や体全体の感覚
などを働かせ、気付いた
ことや思い付いたことを
基に表し方を工夫して表
している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、材料の感じ
や動かしたときの様子を
見て感じたことや想像し
たことから、表したいこ
とを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしな
がら、どのように表すか
について考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、つくったも
ので動かして遊びなが
ら、造形的な面白さや楽
しさ、表したいこと、表
し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
ている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくつくったもので動
かして遊びながら、試し
たりつくりかえたりする
学習活動に取り組もうと
している。

関連
他教科等 特設ページ

生活：（１）学校と生活
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.26-27　いっしょに あそぼう ぱくぱっくん　遊ぶもの・仕組みから　工・鑑
～かみぶくろで～　2～4

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知手を使った動きで遊んだり、表した
りするときの感覚や行為を通して、
いろいろな形や色などに気付く。

技紙袋、色紙、はさみなどに十分に慣
れるとともに、手や体全体の感覚な
どを働かせ、気付いたことや思い付
いたことを基に表し方を工夫して表
す。

表材料の感じや動かしたときの様子を見て感じたこ
とや想像したことから、表したいことを見付け、
好きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を考
えたりしながら、どのように表すかについて考える。

鑑つくったもので動かして遊びながら、造形的な面
白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについ
て、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しくつくったもので動かして遊び
ながら、試したりつくりかえたりす
る活動に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創造しよう
とする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

試しながら表すことを楽しみ、つくっ
たものに愛着をもとうとする子ども。

○手を使った動きで遊ぶことを楽しみながら、つく
りたいものを考える。

○自分のイメージに合わせて、形を変えたり、材料
で飾ったりする。

○つくったもので遊び、またつくりかえる。
○自分や友人がつくったもので遊び、面白さや楽し
さを感じ取る。

教師：�紙袋、お花紙、色紙、緩衝材、
ペン、木工用接着剤 など

児童：はさみ、のり など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
手を使った動きで遊んだ
り、表したりするときの
感覚や行為を通して、い
ろいろな形や色などに気
付いている。

紙袋、色紙、はさみなど
に十分に慣れるととも
に、手や体全体の感覚な
どを働かせ、気付いたこ
とや思い付いたことを基
に表し方を工夫して表し
ている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、材料の感じ
や動かしたときの様子を
見て感じたことや想像し
たことから、表したいこ
とを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしな
がら、どのように表すか
について考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、つくったも
ので動かして遊びなが
ら、造形的な面白さや楽
しさ、表したいこと、表
し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
ている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくつくったもので動
かして遊びながら、試し
たりつくりかえたりする
学習活動に取り組もうと
している。

関連
他教科等 特設ページ

生活：（１）学校と生活
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１・２上　題材別カリキュラム

p.28-29　ぺったん コロコロ　行為から　1～2　造・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知材料に絵の具を付けて形を写すとき
の感覚や行為を通して、いろいろな
形や色、触った感じなどに気付く。

技スタンプの材料、共用の絵の具や
ローラーなどに十分に慣れるととも
に、写してできる形や色を並べたり
つないだり重ねたりするなど手や体
全体の感覚を働かせ、活動を工夫し
てつくる。

表写してできる形や色などを基に、造形的な活動を
思い付き、感覚や気持ちを生かしながら、どのよ
うに活動するかについて考える。

鑑写してできる形や色などの造形的な面白さや楽し
さ、造形的な活動、つくり方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げ
る。

イいろいろな形や色、触った感じなどを基に、自分
のイメージをもつ。

・楽しく体全体を使っていろいろな材
料の形を写す活動に取り組み、つく
りだす喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しい生活を創造し
ようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

体全体を使っていろいろな材料の形を
写し、自分の感覚や気持ちを生かしな
がら形や色を生みだす楽しさを感じ、
積極的に試したり工夫したりして表す
子ども。

○写してできる形や色、触った感じの面白さを感じる。
○指や手、身近な材料などを使い、いろいろな形を
写して楽しむ。

○思い付いたことを試し、いろいろな形や色を見付
け、新しい形をつくりだすことを楽しむ。

○つくったものを鑑賞し、形や色の面白さや楽しさ
について感想や考えを友人と伝え合う。

教師・児童：�スタンプの材料（紙筒、
片面波段ボール、緩衝材
など）

教師：�共用の絵の具、ローラー、スポ
ンジ、トレー など

児童：汚れてもよい服装、雑巾

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
材料に絵の具を付けて形
を写すときの感覚や行為
を通して、いろいろな形
や色、触った感じなどに
気付いている。

スタンプの材料、共用の
絵の具やローラーなどに
十分に慣れるとともに、
写してできる形や色を並
べたりつないだり重ねた
りするなど手や体全体の
感覚を働かせ、活動を工
夫してつくっている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、写してでき
る形や色などを基に、造
形的な活動を思い付き、
感覚や気持ちを生かしな
がら、どのように活動す
るかについて考えてい
る。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、写してでき
る形や色などの造形的な
面白さや楽しさ、造形的
な活動、つくり方などに
ついて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や
感じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく体全体を使って、
いろいろな材料の形を写
す学習活動に取り組もう
としている。

関連
他教科等 特設ページ

体育：Ａ　体つくり運動系　多様な動きをつくる運動遊び
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.32-33　いろいろな かたちの かみに　材料や用具から　絵・鑑
～あまった かみの かたちから～　2～4

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知いろいろな形の紙を見たり、紙の形
から思い付いたことを表したりする
ときの感覚や行為を通して、いろい
ろな形や色などに気付く。

技クレヨン・パス、ペンなどに十分に
慣れるとともに、手や体全体の感覚
などを働かせ、表したいことを基に
表し方を工夫して表す。

表紙の形をいろいろな向きから見て感じたこと、想
像したことから、表したいことを見付け、好きな
形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えたり
しながら、どのように表すかについて考える。

鑑自分たちの作品やいろいろな形の紙などの造形的
な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方などに
ついて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や
感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しくいろいろな紙の形から思い付
いたことを表す活動に取り組み、つ
くりだす喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しい生活を創造
しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

いろいろな見方をすることで新しい見
え方になる面白さや、イメージをもっ
て表現することの楽しさを感じる子ど
も。

○いろいろな形の紙を手に取って、いろいろな向き
から見る。

○思い付いたことを、用具の使い方を工夫して表す。
○作品を友人と見合い、表したかったことや工夫し
たことについて話し合う。

教師・児童：ペン など
教師：�画用紙の端材、共用の絵の具 �

など
児童：�クレヨン・パス、色鉛筆 など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
いろいろな形の紙を見た
り、紙の形から思い付い
たことを表したりすると
きの感覚や行為を通し
て、いろいろな形や色な
どに気付いている。

クレヨン・パス、ペンな
どに十分に慣れるととも
に、手や体全体の感覚な
どを働かせ、表したいこ
とを基に表し方を工夫し
て表している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、紙の形をい
ろいろな向きから見て感
じたこと、想像したこと
から、表したいことを見
付け、好きな形や色を選
んだり、いろいろな形や
色を考えたりしながら、
どのように表すかについ
て考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品やいろいろな形の紙
などの造形的な面白さや
楽しさ、表したいこと、
表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくいろいろな紙の形
から思い付いたことを表
す学習活動に取り組もう
としている。

関連
他教科等 特設ページ

算数：Ｂ　図形
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１・２上　題材別カリキュラム

p.32-33　いろいろな かたちの かみに　材料や用具から　絵・鑑
～はこを ひらいた かたちから～　2～4

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知箱を開いた形から思い付いたことを
表すときの感覚や行為を通して、い
ろいろな形や色などに気付く。

技クレヨン・パス、ペンなどに十分に
慣れるとともに、手や体全体の感覚
などを働かせ、表したいことを基に
表し方を工夫して表す。

表箱を開いた形を見て感じたこと、想像したことか
ら、表したいことを見付け、好きな形や色を選ん
だり、いろいろな形や色を考えたりしながら、ど
のように表すかについて考える。

鑑自分たちの作品や箱を開いた形などの造形的な面
白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについ
て、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく箱を開いた形から思い付いた
ことを表す活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しい生活を創造しよ
うとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

いろいろな見方をすることで新しい見
え方になる面白さや、イメージをもっ
て表現することの楽しさを感じる子ど
も。

○箱を自分で開いたり、開いた箱の形を見たりする。
○思い付いたことを、用具の使い方を工夫して表す。
○作品を友人と見合い、表したかったことや工夫し
たことについて話し合う。

教師・児童：空き箱、ペン など
教師：共用の絵の具 など
児童：�クレヨン・パス、色鉛筆 など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
箱を開いた形から思い付
いたことを表すときの感
覚や行為を通して、いろ
いろな形や色などに気付
いている。

クレヨン・パス、ペンな
どに十分に慣れるととも
に、手や体全体の感覚な
どを働かせ、表したいこ
とを基に表し方を工夫し
て表している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、箱を開いた
形を見て感じたこと、想
像したことから、表した
いことを見付け、好きな
形や色を選んだり、いろ
いろな形や色を考えたり
しながら、どのように表
すかについて考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品や箱を開いた形など
の造形的な面白さや楽し
さ、表したいこと、表し
方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
ている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく箱を開いた形から
思い付いたことを表す学
習活動に取り組もうとし
ている。

関連
他教科等 特設ページ

算数：Ｂ　図形
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.34-35　いっしょに おさんぽ　想像したことから（粘土で）　2～4　立・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知一緒に散歩に行きたい仲間を思い浮
かべて粘土で表すときの感覚や行為
を通して、いろいろな形などに気付
く。

技粘土、粘土べらに十分に慣れるとと
もに、手や体全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に表し方を工
夫して表す。

表散歩に出かける様子を想像したことから表したい
ことを見付け、好きな形を選んだり、いろいろな
形や色を考えたりしながら、どのように表すかに
ついて考える。

鑑自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ、表し
たいこと、表し方などについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形などを基に、自分のイメージをもつ。

・楽しく一緒に散歩に行きたい仲間を
思い浮かべて粘土で表す活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり楽しい生
活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

粘土を使って表し方を工夫し、自分の
願いを実現させようと材料に働きか
け、創造することに喜びを見いだす子
ども。

〇だれとどこに「おさんぽ」に行きたいか、教師や
友人と交流しながらイメージを膨らませる。

〇散歩の情景を思い浮かべながら、自分と仲間の表
情や動きなどを工夫して表す。

〇置き方や並べ方を工夫して作品を飾り、作品を見
ながら友人と交流し、面白さや楽しさを伝え合う。

教師・児童：�粘土板、雑巾、新聞紙 �
など

教師：土粘土、竹串、霧吹き など
児童：油粘土、粘土べら など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
一緒に散歩に行きたい仲
間を思い浮かべて粘土で
表すときの感覚や行為を
通して、いろいろな形な
どに気付いている。

粘土、粘土べらに十分に
慣れるとともに、手や体
全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に
表し方を工夫して表して
いる。

いろいろな形などを基
に、自分のイメージをも
ちながら、散歩に出かけ
る様子を想像したことか
ら表したいことを見付
け、好きな形を選んだり、
いろいろな形や色を考え
たりしながら、どのよう
に表すかについて考えて
いる。

いろいろな形などを基
に、自分のイメージをも
ちながら、自分たちの作
品の造形的な面白さや楽
しさ、表したいこと、表
し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
ている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく一緒に散歩に行き
たい仲間を思い浮かべて
粘土で表す学習活動に取
り組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

道徳：Ｂ　友情、信頼
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１・２上　題材別カリキュラム

p.36　たいせつ ボックス　飾る・使うもの　2～６　工・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知箱の形や色などを生かして入れ物を
つくるときの感覚や行為を通して、
いろいろな形や色などに気付く。

技空き箱、色画用紙、はさみ、接着剤
などに十分に慣れるとともに、手や
体全体の感覚などを働かせ、表した
いことを基に表し方を工夫して表
す。

表箱の形や色、入れたいものなどから感じたこと、
想像したことから、表したいことを見付け、好き
な形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えた
りしながら、どのように表すかについて考える。

鑑自分たちの作品や箱などの造形的な面白さや楽し
さ、表したいこと、表し方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく箱の形や色を生かして入れ物
をつくる活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しい生活を創造しよう
とする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

自分にとって大切なものを入れる箱を
自分なりにつくることに喜びを感じ、
作品を学校や家庭で使うことで楽しく
豊かな生活を自らつくりだそうとする
子ども。

〇箱に触ったり見比べたり、入れたい物を思い浮か
べたりしながら、自分のつくりたいものを考える。

〇自分のつくりたいものに合わせて、箱の使い方を
試しながら、工夫して表す。

〇友人と見せ合いながら、作品の形や色の楽しさや
面白さを感じ取る。

教師・児童：�空き箱、身辺材、セロハ
ンテープ、ペン など

教師：�色画用紙、両面テープ、木工用
接着剤 など

児童：はさみ、のり など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
箱の形や色などを生かし
て入れ物をつくるときの
感覚や行為を通して、い
ろいろな形や色などに気
付いている。

空き箱、色画用紙、はさ
み、接着剤などに十分に
慣れるとともに、手や体
全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に
表し方を工夫して表して
いる。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、箱の形や色、
入れたいものなどから感
じたこと、想像したこと
から、表したいことを見
付け、好きな形や色を選
んだり、いろいろな形や
色を考えたりしながら、
どのように表すかについ
て考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品や箱などの造形的な
面白さや楽しさ、表した
いこと、表し方などにつ
いて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感
じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく箱の形や色を生か
して入れ物をつくる学習
活動に取り組もうとして
いる。

関連
他教科等 特設ページ

生活：（１）学校と生活
　　　（2）家庭と生活
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.37　わくわく おはなし すごろく　遊ぶもの・仕組みから　2～６　工・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知みんなで楽しく遊ぶすごろくを、お
話を考えながらつくるときの感覚や
行為を通して、いろいろな形や色な
どに気付く。

技空き箱やペンなどに十分に慣れると
ともに、手や体全体の感覚などを働
かせ、表したいことを基に表し方を
工夫して表す。

表すごろくやお話の世界を想像したことから、表し
たいことを見付け、好きな形や色などを選んだり、
いろいろな形や色を考えたりしながら、どのよう
に表すかについて考える。

鑑遊ぶなどして自分たちの作品の造形的な面白さや
楽しさ、表したいこと、表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広
げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しくみんなで遊ぶすごろくをお話
を考えながらつくる活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

身近な材料を使ってみんなで楽しめる
ものをつくり、生活を豊かにしようと
する子ども。

○どんなイメージや世界のすごろくだったら楽しく
なりそうか、想像を膨らませる。

○すごろくの中のストーリーや、マスで起きる出来
事などを考え、ペンなどを使ってかいたりつくっ
たりする。

○できたすごろくで遊びながら、互いの表したかっ
たことや工夫を感じ取る。

教師・児童：空き箱、ペン など
教師：�ペットボトルキャップ など
児童：はさみ、のり など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
みんなで楽しく遊ぶすご
ろくを、お話を考えなが
らつくるときの感覚や行
為を通して、いろいろな
形や色などに気付いてい
る。

空き箱やペンなどに十分
に慣れるとともに、手や
体全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に
表し方を工夫して表して
いる。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、すごろくや
お話の世界を想像したこ
とから、表したいことを
見付け、好きな形や色な
どを選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしな
がら、どのように表すか
について考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、遊ぶなどし
て自分たちの作品の造形
的な面白さや楽しさ、表
したいこと、表し方など
について、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくみんなで遊ぶすご
ろくを、お話を考えなが
らつくる学習活動に取り
組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

生活：（6）自然や物を使った遊び
　　　（９）自分の成長
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１・２上　題材別カリキュラム

p.38-39　さわりごこち はっけん　身の回りのもの　1～３　鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知身の回りのものに触れるときの感覚
や行為を通して、いろいろな触った
感じなどに気付く。

鑑身の回りのものの触った感じの造形的な面白さや
楽しさについて、感じ取ったり考えたりし、自分
の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな触った感じなどを基に、自分のイメー
ジをもつ。

・身の回りのものを触り、さまざまな
触り心地を見付ける活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

身の回りのいろいろなものに触れなが
ら、触り心地の面白さや違いを見付け
る楽しさや喜びを味わう子ども。

○身近なものの触り心地を見付ける活動の見通しを
もつ。

○いろいろなものの触り心地を見付け、友人と伝え
合う。

○活動について振り返り、感じたことや考えたこと
を伝え合う。

教師：ワークシート、バインダー
【「さわりごこち コレクション」を実
践する場合】
教師：�板段ボール、身辺材、木工用接

着剤 など
児童：はさみ、のり

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
身の回りのものに触れる
ときの感覚や行為を通し
て、いろいろな触った感
じなどに気付いている。

いろいろな触った感じな
どを基に、自分のイメー
ジをもちながら、身の回
りのものの造形的な面白
さや楽しさについて感じ
取ったり考えたりし、自分
の見方や感じ方を広げて
いる。

つくりだす喜びを味わい
楽しく身近なものの触り
心地を見付ける学習活動
に取り組もうとしてい
る。

関連
他教科等 特設ページ
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.40-41　おはなし だいすき　物語などから　4～６　絵・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知物語を聞いたり読んだりして感じた
ことや想像したことを表すときの感
覚や行為を通して、いろいろな形や
色などに気付く。

技クレヨン・パス、共用の絵の具など
に十分に慣れるとともに、手や体全
体の感触などを働かせ、表したいこ
とを基に表し方を工夫して表す。

表物語を聞いたり読んだりして感じたこと、想像し
たことから、表したいことを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろな形や色を考えたりしな
がら、どのように表すかについて考える。

鑑自分たちの作品の造形的な面白さや楽しさ、表し
たいこと、表し方などについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく物語を聞いたり読んだりして
思い浮かべたことを絵に表す活動に
取り組み、つくりだす喜びを味わう
とともに、形や色などに関わり楽し
い生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

物語の場面を思い浮かべることを楽し
みながら絵に表すことで、思いに合う
形や色を見付け、さらに想像を広げて
いこうとする子ども。

〇物語を聞いたり読んだりして、感じたことや思っ
たことを話す。

〇かきたい場面から想像を広げて楽しく表す。
〇互いの作品を見て、その面白さや表し方の工夫を
味わう。

教師：�画用紙、色画用紙、共用の絵の
具 など

児童：クレヨン・パス

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
物語を聞いたり読んだり
して感じたことや想像し
たことを表すときの感覚
や行為を通して、いろい
ろな形や色などに気付い
ている。

クレヨン・パス、共用の
絵の具などに十分に慣れ
るとともに、手や体全体
の感触などを働かせ、表
したいことを基に表し方
を工夫して表している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、物語を聞い
たり読んだりして感じた
こと、想像したことから、
表したいことを見付け、
好きな形や色を選んだ
り、いろいろな形や色を
考えたりしながら、どの
ように表すかについて考
えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品の造形的な面白さや
楽しさ、表したいこと、
表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく物語を聞いたり読
んだりして思い浮かべた
ことを絵に表す学習活動
に取り組もうとしてい
る。

関連
他教科等 特設ページ

国語：（3）我が国の言語文化に対する事項
　　　Ｂ　書くこと
　　　Ｃ　読むこと
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１・２上　題材別カリキュラム

p.42-43　ならべて ならべて　行為から　造・鑑
～しぜんの ざいりょうで～　1～2

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知身の回りにある自然の材料を並べた
り、つないだり、積んだりするとき
の感覚や行為を通して、いろいろな
形や色、触った感じなどに気付く。

技身の回りにある自然の材料に十分に
慣れるとともに、並べたり、つない
だり、積んだりするなど手や体全体
の感覚などを働かせ、活動を工夫し
てつくる。

表身の回りにある自然の材料の形や色などを基に造
形的な活動を思い付き、感覚や気持ちを生かしな
がら、どのように活動するかについて考える。

鑑身の回りの自然の材料やつくったものの造形的な
面白さや楽しさ、造形的な活動、つくり方などに
ついて、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や
感じ方を広げる。

イいろいろな形や色、触った感じなどを基に、自分
のイメージをもつ。

・楽しく身の回りにある自然の材料を
並べながら、思い付いたことを試す
活動に取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色などに関わ
り楽しい生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

材料に働きかけて並べる活動に取り組
む中で生まれる形や色などの造形的な
面白さを感じ、工夫しながら活動を自
ら展開していく子ども。

〇並べられそうなものを探しながら、どのような活
動ができそうか考える。

○並べながら、自然の材料のいろいろな形や色に気
付く。

〇自然の材料の形や色などを生かしながら、工夫し
て並べる活動を広げる。

〇活動を通して気付いたことや感じたこと、工夫に
ついて友人と伝え合う。

教師：自然材（枝、葉、実、石など）

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
身の回りにある自然の材
料を並べたり、つないだ
り、積んだりするときの
感覚や行為を通して、い
ろいろな形や色、触った
感じなどに気付いてい
る。

身の回りにある自然の材
料に十分に慣れるととも
に、並べたり、つないだ
り、積んだりするなど手
や体全体の感覚などを働
かせ、活動を工夫してつ
くっている。

いろいろな形や色、触っ
た感じなどを基に、自分
のイメージをもちなが
ら、身の回りにある自然
の材料の形や色などを基
に造形的な活動を思い付
き、感覚や気持ちを生か
しながら、どのように活
動するかについて考えて
いる。

いろいろな形や色、触っ
た感じなどを基に、自分
のイメージをもちながら、
身の回りの自然の材料や
つくったものの造形的な
面白さや楽しさ、造形的
な活動、つくり方などに
ついて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や
感じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく身の回りにある自
然の材料を並べながら、
思い付いたことを試す学
習活動に取り組もうとし
ている。

関連
他教科等 特設ページ

生活：（５）季節の変化と生活
　　　（6）自然や物を使った遊び
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.42-43　ならべて ならべて　行為から　造・鑑
～きょうしつに ある もので～　1～2

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知身の回りにある材料を並べたり、つ
ないだり、積んだりするときの感覚
や行為を通して、いろいろな形や色、
触った感じなどに気付く。

技身の回りにある材料に十分に慣れる
とともに、並べたり、つないだり、
積んだりするなど手や体全体の感覚
などを働かせ、活動を工夫してつく
る。

表身の回りにある材料の形や色などを基に造形的な
活動を思い付き、感覚や気持ちを生かしながら、
どのように活動するかについて考える。

鑑身の回りの材料やつくったものの造形的な面白さ
や楽しさ、造形的な活動、つくり方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を
広げる。

イいろいろな形や色、触った感じなどを基に、自分
のイメージをもつ。

・楽しく身の回りにある材料を並べな
がら、思い付いたことを試す活動に
取り組み、つくりだす喜びを味わう
とともに、形や色などに関わり楽し
い生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

材料に働きかけて並べる活動に取り組
む中で生まれる形や色などの造形的な
面白さを感じ、工夫しながら活動を自
ら展開していく子ども。

〇並べられそうなものを探しながら、どのような活
動ができそうか考える。

○並べながら、材料のいろいろな形や色に気付く。
〇材料の形や色などを生かしながら、工夫して並べ
る活動を広げる。

〇活動を通して気付いたことや感じたこと、工夫に
ついて友人と伝え合う。

教師：�図工室や教室などの活動場所で
並べる活動に使ってもよいもの

児童：�道具箱や筆箱、算数セットなど
の中にある並べてみたいもの

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
身の回りにある材料を並
べたり、つないだり、積
んだりするときの感覚や
行為を通して、いろいろ
な形や色、触った感じな
どに気付いている。

身の回りにある材料に十
分に慣れるとともに、並
べたり、つないだり、積
んだりするなど手や体全
体の感覚などを働かせ、
活動を工夫してつくって
いる。

いろいろな形や色、触っ
た感じなどを基に、自分
のイメージをもちなが
ら、身の回りにある材料
の形や色などを基に造形
的な活動を思い付き、感
覚や気持ちを生かしなが
ら、どのように活動する
かについて考えている。

いろいろな形や色、触っ
た感じなどを基に、自分
のイメージをもちなが
ら、身の回りの材料やつ
くったものの造形的な面
白さや楽しさ、造形的な
活動、つくり方などにつ
いて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感
じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく身の回りにある材
料を並べながら、思い付
いたことを試す学習活動
に取り組もうとしてい
る。

関連
他教科等 特設ページ
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１・２上　題材別カリキュラム

p.44-45　スルスル ビューン　遊ぶもの・仕組みから　2～4　工・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知身近な材料を使って滑らせて遊ぶも
のをつくるときの感覚や行為を通し
て、いろいろな形や色などに気付く。

技紙コップやはさみ、のり、ペンなど
に十分に慣れるとともに、手や体全
体の感覚などを働かせ、表したいこ
とを基に表し方を工夫して表す。

表滑らせたいものや材料を滑らせて感じたことや想
像したことから、表したいことを見付け、好きな
形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えたり
しながら、どのように表すかについて考える。

鑑滑らせて遊びながら、自分たちの作品などの造形
的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方など
について、感じ取ったり考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく滑らせて遊ぶものをつくる活
動に取り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに関わり
楽しい生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

何度も試しながらイメージを広げ、つ
くったりつくりかえたりする楽しさを
味わう子ども。

○紙コップなどとクリップで、滑る仕組みをつくれ
ることを知り、活動に関心をもつ。

○材料を滑らせたり、滑らせたいものを考えたりし
て、試しながらつくる。

○つくったものを滑らせたり、友人の作品の滑る様
子を見たりして楽しむ。

教師：�紙コップ、紙皿、紙筒、空き箱、
クリップ、色画用紙、紙テープ、
たこ糸や PEロープ（滑らせる
コースに使う） など

児童：�はさみ、のり、セロハンテープ、
ペン など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
身近な材料を使って滑ら
せて遊ぶものをつくると
きの感覚や行為を通し
て、いろいろな形や色な
どに気付いている。

紙コップやはさみ、のり、
ペンなどに十分に慣れる
とともに、手や体全体の
感覚などを働かせ、表し
たいことを基に表し方を
工夫して表している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、滑らせたい
ものや材料を滑らせて感
じたことや想像したこと
から、表したいことを見
付け、好きな形や色を選
んだり、いろいろな形や
色を考えたりしながら、
どのように表すかについ
て考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、滑らせて遊
びながら、自分たちの作
品などの造形的な面白さ
や楽しさ、表したいこと、
表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく滑らせて遊ぶもの
をつくる学習活動に取り
組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

生活：（6）自然や物を使った遊び
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.46-47　いっぱい つかって なに しよう　材料から　造・鑑
～はこで～　1～2

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知箱を並べたりつないだり積んだりす
るときの感覚や行為を通して、いろ
いろな形や色などに気付く。

技箱に十分に慣れるとともに、並べた
り、つないだり、積んだりするなど
手や体全体の感覚などを働かせ、活
動を工夫してつくる。

表箱の形や色などを基に造形的な活動を思い付き、
感覚や気持ちを生かしながら、どのように活動す
るかについて考える。

鑑箱やつくったものなどの造形的な面白さや楽し
さ、造形的な活動、つくり方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げ
る。

イいろいろな形や色、触った感じなどを基に、自分
のイメージをもつ。

・楽しくたくさんの箱を基に、思い付
いたことを試す活動に取り組み、つ
くりだす喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しい生活を創造
しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

材料に働きかけて思い付いた活動に取
り組み、できる形や色の面白さを感じ
取り、工夫しながら自ら活動を展開し
ていく子ども。

〇使ってみたい箱を自由に選び、体全体で関わりな
がら、思い思いに並べたり積んだりする。

○並べたり積んだりしながら、箱の形や大きさ、色
などに気付く。

〇箱の形や大きさ、色などを生かして、並べたり積
んだりつなげたりする。

〇箱の並べ方や積み方をどのように工夫したのかを
友人と伝え合う。

教師・児童：空き箱
児童：タブレット端末

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
箱を並べたりつないだり
積んだりするときの感覚
や行為を通して、いろい
ろな形や色などに気付い
ている。

箱に十分に慣れるととも
に、並べたり、つないだ
り、積んだりするなど手
や体全体の感覚などを働
かせ、活動を工夫してつ
くっている。

いろいろな形や色、触っ
た感じなどを基に、自分
のイメージをもちなが
ら、箱の形や色などを基
に造形的な活動を思い付
き、感覚や気持ちを生か
しながら、どのように活
動するかについて考えて
いる。

いろいろな形や色、触っ
た感じなどを基に、自分
のイメージをもちなが
ら、箱やつくったものな
どの造形的な面白さや楽
しさ、造形的な活動、つ
くり方などについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくたくさんの箱を基
に、思い付いたことを試
す学習活動に取り組もう
としている。

関連
他教科等 特設ページ

算数：Ａ　数と計算
　　　Ｂ　図形
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１・２上　題材別カリキュラム

p.46-47　いっぱい つかって なに しよう　材料から　造・鑑
～かみコップで～　1～2

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知紙コップを並べたり積んだりすると
きの感覚や行為を通して、いろいろ
な形などに気付く。

技紙コップに十分に慣れるとともに、
並べたり積んだりするなど手や体全
体の感覚などを働かせ、活動を工夫
してつくる。

表紙コップの形などを基に造形的な活動を思い付�
き、感覚や気持ちを生かしながら、どのように活
動するかについて考える。

鑑紙コップやつくったものなどの造形的な面白さや
楽しさ、造形的な活動、つくり方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を
広げる。

イいろいろな形や触った感じなどを基に、自分のイ
メージをもつ。

・楽しくたくさんの紙コップを基に、
思い付いたことを試す活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

材料に働きかけて思い付いた活動に取
り組み、できる形や色の面白さを感じ
取り、工夫しながら自ら活動を展開し
ていく子ども。

〇紙コップを思い思いに並べたり積んだりする。
○並べたり積んだりしながら、紙コップの形などに
気付く。

〇紙コップの形などを生かして、並べたり積んだり
する。

〇紙コップの並べ方や積み方をどのように工夫した
のかを友人と伝え合う。

教師：紙コップ
児童：タブレット端末

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
紙コップを並べたり積ん
だりするときの感覚や行
為を通して、いろいろな
形などに気付いている。

紙コップに十分に慣れる
とともに、並べたり積ん
だりするなど手や体全体
の感覚などを働かせ、活
動を工夫してつくってい
る。

いろいろな形や触った感
じなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、紙
コップの形などを基に造
形的な活動を思い付き、
感覚や気持ちを生かしな
がら、どのように活動す
るかについて考えてい
る。

いろいろな形や触った感
じなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、紙
コップやつくったものな
どの造形的な面白さや楽
しさ、造形的な活動、つ
くり方などについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくたくさんの紙コッ
プを基に、思い付いたこ
とを試す学習活動に取り
組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

算数：Ａ　数と計算
　　　Ｂ　図形
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上

１・２上　題材別カリキュラム

p.46-47　いっぱい つかって なに しよう　材料から　造・鑑
～せんたくばさみで～　1～2

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知洗濯ばさみを並べたりつないだりす
るときの感覚や行為を通して、いろ
いろな形や色などに気付く。

技洗濯ばさみに十分に慣れるととも
に、並べたりつないだりするなど手
や体全体の感覚などを働かせ、活動
を工夫してつくる。

表洗濯ばさみのいろいろな形や色などを基に造形的
な活動を思い付き、感覚や気持ちを生かしながら、
どのように活動するかについて考える。

鑑洗濯ばさみやつくったものなどの造形的な面白さ
や楽しさ、造形的な活動、つくり方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を
広げる。

イいろいろな形や色、触った感じなどを基に、自分
のイメージをもつ。

・楽しくたくさんの洗濯ばさみを基
に、思い付いたことを試す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味わうと
ともに、形や色などに関わり楽しい
生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

材料に働きかけて思い付いた活動に取
り組み、できる形や色の面白さを感じ
取り、工夫しながら自ら活動を展開し
ていく子ども。

〇洗濯ばさみを思い思いに並べたりつないだりす
る。

○並べたりつないだりしながら、洗濯ばさみの形や
色などに気付く。

〇洗濯ばさみの形や色などを生かして、並べたりつ
ないだりする。

〇洗濯ばさみのつなぎ方や並べ方をどのように工夫
したのかを友人と伝え合う。

教師：洗濯ばさみ
児童：タブレット端末

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
洗濯ばさみを並べたりつ
ないだりするときの感覚
や行為を通して、いろい
ろな形や色などに気付い
ている。

洗濯ばさみに十分に慣れ
るとともに、並べたりつ
ないだりするなど手や体
全体の感覚などを働か
せ、活動を工夫してつ
くっている。

いろいろな形や色、触っ
た感じなどを基に、自分
のイメージをもちなが
ら、洗濯ばさみのいろい
ろな形や色などを基に造
形的な活動を思い付き、
感覚や気持ちを生かしな
がら、どのように活動す
るかについて考えてい
る。

いろいろな形や色、触っ
た感じなどを基に、自分
のイメージをもちなが
ら、洗濯ばさみやつくっ
たものなどの造形的な面
白さや楽しさ、造形的な
活動、つくり方などにつ
いて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感
じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくたくさんの洗濯ば
さみを基に、思い付いた
ことを試す学習活動に取
り組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ

算数：Ａ　数と計算
　　　Ｂ　図形
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１・２上　題材別カリキュラム

p.48-49　せんの ぼうけん　想像したことから　2～4　絵・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知擬態語や擬音語などを基にかいた線
から想像を広げて絵に表すときの感
覚や行為を通して、いろいろな形や
色などに気付く。

技ペン、クレヨン・パス、共用の絵の
具などに十分に慣れるとともに、手
や体全体の感覚などを働かせ、表し
たいことを基に表し方を工夫して表
す。

表擬態語や擬音語などを基にかいた線から感じたこ
とや想像したことから、表したいことを見付け、
好きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を考
えたりしながら、どのように表すかについて考え
る。

鑑自分たちの作品などの造形的な面白さや楽しさ、
表したいこと、表し方などについて、感じ取った
り考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく擬態語や擬音語などを基にか
いた線から想像を広げて絵に表す活
動に取り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに関わり
楽しい生活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

言葉のもつ音の響きや意味を形にする
ことや、想像を広げて絵に表しながら
お話をつくったりつくりかえたりする
ことを楽しむ子ども。

○いろいろな擬態語や擬音語などから思い浮かべた
線をかく。

○かいた線を基にお話を考え、かきたして絵に表す。
○作品を見せ合ったり、絵本にして友人と互いに読
み合ったりしながら、面白さや楽しさを味わう。

教師：�画用紙、言葉カード、ペン など
児童：クレヨン・パス など
【「つなげて えほんに」を実践する場
合】
教師：コピー用紙、色画用紙
児童：セロハンテープ、のり

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
擬態語や擬音語などを基
にかいた線から想像を広
げて絵に表すときの感覚
や行為を通して、いろい
ろな形や色などに気付い
ている。

ペン、クレヨン・パス、
共用の絵の具などに十分
に慣れるとともに、手や
体全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に
表し方を工夫して表して
いる。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、擬態語や擬
音語などを基にかいた線
から感じたことや想像し
たことから、表したいこ
とを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしな
がら、どのように表すか
について考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品などの造形的な面白
さや楽しさ、表したいこ
と、表し方などについて、
感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方
を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく擬態語や擬音語な
どを基にかいた線から想
像を広げて絵に表す学習
活動に取り組もうとして
いる。

関連
他教科等 特設ページ

国語：Ａ　話すこと・聞くこと
　　　Ｂ　書くこと
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１・２上　題材別カリキュラム

p.50-51　はこで つくったよ　材料や用具から　2～4　立・鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知箱の形や色を生かしたり、積んだり
並べたりして思い付いたものを表す
ときの感覚や行為を通して、いろい
ろな形や色などに気付く。

技箱、はさみ、テープ、接着剤などに
十分に慣れるとともに、手や体全体
の感覚などを働かせ、表したいこと
を基に表し方を工夫して表す。

表箱の形や色、積んだり並べたりして感じたこと、
想像したことから、表したいことを見付け、好き
な形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えた
りしながら、どのように表すかについて考える。

鑑自分たちの作品や箱などの造形的な面白さや楽し
さ、表したいこと、表し方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく箱の形や色から思い付いたも
のを表す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しい生活を創造しよう
とする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

箱の使い方などを繰り返し試しなが
ら、新しい価値を見付け、つくりだす
ことに喜びを見いだす子ども。

〇箱を積んだり、並べたり、つなげたりする活動を
楽しみながら、自分のつくりたいものを考える。

〇自分のつくりたいものに合わせて、箱の積み方や
つなぎ方、立たせ方を試しながら、工夫して表す。

〇友人と遊びながら、作品の形や色の楽しさや面白
さを感じ取る。

教師・児童：�空き箱、身辺材、ペン �
など

教師：�粘着テープ、ビニルテープ、両
面テープ、木工用接着剤 など

児童：�はさみ、のり、セロハンテープ �
など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
箱の形や色を生かした
り、積んだり並べたりし
て思い付いたものを表す
ときの感覚や行為を通し
て、いろいろな形や色な
どに気付いている。

箱、はさみ、テープ、接
着剤などに十分に慣れる
とともに、手や体全体の
感覚などを働かせ、表し
たいことを基に表し方を
工夫して表している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、箱の形や色、
積んだり並べたりして感
じたこと、想像したこと
から、表したいことを見
付け、好きな形や色を選
んだり、いろいろな形や
色を考えたりしながら、
どのように表すかについ
て考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、自分たちの
作品や箱などの造形的な
面白さや楽しさ、表した
いこと、表し方などにつ
いて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感
じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく箱の形や色から思
い付いたものを表す学習
活動に取り組もうとして
いる。

関連
他教科等 特設ページ

算数：Ｂ　図形
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１・２上　題材別カリキュラム

p.52-53　うつした かたちから　版に表す　絵・鑑
～えのぐを つけた かたちから～　2～4

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知いろいろな材料で形を写して表すと
きの感覚や行為を通して、いろいろ
な形や色などに気付く。

技共用の絵の具やスタンプの材料など
に十分に慣れるとともに、手や体全
体の感覚などを働かせ、表したいこ
とを基に表し方を工夫して表す。

表写した形や色から感じたことや想像したことから
表したいことを見付け、好きな形や色を選んだり、
いろいろな形や色を考えたりしながら、どのよう
に表すかについて考える。

鑑写した形や色や自分たちの作品などの造形的な面
白さや楽しさ、表したいこと、表し方などについ
て、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しく写したものの形や色から思い
付いたことを表す活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しい生活を創
造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

シンプルな形でも並べたりつないだり
することでいろいろなことを表せるこ
とを知り、楽しむ子ども。

〇教科書に掲載されている参考作品例を見て、気付
いたことを話し合う。

○いろいろな形を写す。
〇写した形や色から思い付いたことを絵に表す。
〇互いの作品を見て、面白いところや工夫している
ところを友人と伝え合う。

教師・児童：�スタンプしたい身辺材 �
など

教師：�画用紙、色画用紙、段ボール片、
共用の絵の具、トレー など

児童：クレヨン・パス、雑巾 など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
いろいろな材料で形を写
して表すときの感覚や行
為を通して、いろいろな
形や色などに気付いてい
る。

共用の絵の具やスタンプ
の材料などに十分に慣れ
るとともに、手や体全体
の感覚などを働かせ、表
したいことを基に表し方
を工夫して表している。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、写した形や
色から感じたことや想像
したことから表したいこ
とを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしな
がら、どのように表すか
について考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、写した形や
色や自分たちの作品など
の造形的な面白さや楽し
さ、表したいこと、表し
方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
ている。

つくりだす喜びを味わい
楽しく写したものの形や
色から思い付いたことを
表す学習活動に取り組も
うとしている。

関連
他教科等 特設ページ
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１
・
２ 

上

１・２上　題材別カリキュラム

p.52-53　うつした かたちから　版に表す　絵・鑑
～こすりだした かたちから～　2～4

題材の目標
知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

知いろいろな形をこすり出したり、こ
すり出してできた模様の紙を使って
表したりするときの感覚や行為を通
して、いろいろな形や色などに気付
く。

技色鉛筆、クレヨン・パス、はさみ、
のりなどに十分に慣れるとともに、
手や体全体の感覚などを働かせ、表
したいことを基に表し方を工夫して
表す。

表こすり出した形や色から感じたことや想像したこ
とから表したいことを見付け、好きな形や色を選
んだり、いろいろな形や色を考えたりしながら、
どのように表すかについて考える。

鑑こすり出した形や色や自分たちの作品などの造形
的な面白さや楽しさ、表したいこと、表し方など
について、感じ取ったり考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げる。

イいろいろな形や色などを基に、自分のイメージを
もつ。

・楽しくこすり出したものの形や色か
ら思い付いたことを表す活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり楽しい生
活を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

シンプルな形でも並べたりつないだり
することでいろいろなことを表せるこ
とを知り、楽しむ子ども。

〇教科書に掲載されている参考作品例を見て、気付
いたことを話し合う。

○こすり出しの方法を知り、身の回りのものの形を
こすり出す。

○こすり出した形や色から思い付いたことを絵に表
す。

○互いの作品を見て、面白いところや工夫している
ところを友人と伝え合う。

教師：色画用紙、コピー用紙 など
児童：�色鉛筆、クレヨン・パス、はさ

み、のり など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
いろいろな形をこすり出
したり、こすり出してで
きた模様の紙を使って表
したりするときの感覚や
行為を通して、いろいろ
な形や色などに気付いて
いる。

色鉛筆、クレヨン・パス、
はさみ、のりなどに十分
に慣れるとともに、手や
体全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に
表し方を工夫して表して
いる。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、こすり出し
た形や色から感じたこと
や想像したことから表し
たいことを見付け、好き
な形や色を選んだり、い
ろいろな形や色を考えた
りしながら、どのように表
すかについて考えている。

いろいろな形や色などを
基に、自分のイメージを
もちながら、こすり出し
た形や色や自分たちの作
品などの造形的な面白さ
や楽しさ、表したいこと、
表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広
げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくこすり出したもの
の形や色から思い付いた
ことを表す学習活動に取
り組もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ
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１・２上　題材別カリキュラム

p.54-55　すきまちゃんの すきな すきま　身の回りのもの　2～３　鑑
題材の目標

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等
知すきまちゃんと一緒にいろいろな隙
間を見付けるときの感覚や行為を通
して、いろいろな形などに気付く。

鑑身の回りの隙間の造形的な面白さや楽しさについ
て、感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。

イいろいろな形などを基に、自分のイメージをもつ。

・楽しくすきまちゃんと一緒にいろい
ろな隙間を見付ける活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

育てたい子どもの姿
（学びに向かう力、人間性等と関連） 主な学習内容 主な材料・用具

すきまちゃんの目で隙間という場所の
面白さを感じながら、日常の生活空間
への関心をもつ子ども。

〇教師が教室の隙間に隠したすきまちゃんを探し、
隙間があることに気付く。

〇すきまちゃんをつくる。
○つくったすきまちゃんと一緒に好きな隙間を探し
てすきまちゃんを置く。

〇見付けた隙間を紹介したり、友人のすきまちゃん
がいる隙間を探したりする。

教師：�隙間テープ、片面波段ボール、
モール、ビニルタイ、ペン、モ
ニター など

児童：はさみ、タブレット端末 など

評価規準の例
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

取り組む態度知識 技能 発想や構想（Ａ表現） 鑑賞（Ｂ鑑賞）
すきまちゃんと一緒にい
ろいろな隙間を見付ける
ときの感覚や行為を通し
て、いろいろな形などに
気付いている。

いろいろな形などを基に、
自分のイメージをもちな
がら、身の回りの隙間の
造形的な面白さや楽しさ
について、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げている。

つくりだす喜びを味わい
楽しくすきまちゃんと一
緒にいろいろな隙間を見
付ける学習活動に取り組
もうとしている。

関連
他教科等 特設ページ




